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大学生のライフイメージについて
～高校生から大学生の変化～
The life image of the university student
～The change of the university student from a highschool student
丸 岡 里 香
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要旨
近年，高校生を対象とした健康教育時に実施している調査では，若者が結婚や子どもを持つ
ことに前向きなイメージを持てない割合が増えてきている。少子社会を生きる若者を支援する
ひとつとして将来へのポジティブなイメージを持つことができる健康教育が必要と考え，若者
のライフイメージがどのように変化するのかについて高校生から大学生の変化を比較する質問
紙調査を行った。その結果，高校生から大学生にかけて結婚や子どもを持つことに積極的なイ
メージを持つ割合が増えていた。男女別では，月経や妊娠の限界についての知識は男子に正し
い知識が伝わっていないことや，高校生の女子の１割が自身の月経についての知識が十分でな
いことがわかった。また，性感染症や避妊に関して現実的な興味は高校生から大学生にかけて
高くなり，学校教育で取り扱われる健康教育の内容についての課題が明らかになった。
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  緒言
少子高齢化の現状に若者は自身の将来についてどのようなライフイメージを持っているのだ
ろうか。妊娠と結婚の関連が強い日本の中で，初婚年齢，初産年齢が３０代となることは妊娠出
産の限界があることを理解していないということであるのか，または結婚や子どもを持つこと
に積極的になれないことなのかと考えられるが，いづれにしても少子社会となることは免れな
い。若者はそうした社会の中で自分の将来像をポジティブにイメージできるのだろうか。また，
学校教育の中で実践される健康教育は心身の健康問題のみならず現代の若者の将来に希望を持
つ役割を担うものである事が社会にも個人にも望ましいと考えるが，現行の健康教育はその
ニーズにマッチしているのであろうか。
平成２５年厚生労働省白書１）「若者の意識を探る」によると結婚の現状は少子化による若者人
口の減少，晩婚化の背景より２０１０年の２５～３０歳にかけての未婚率は７４．６％であり，１９８０年の
４１．１％と比較すると３０ポイント以上の差がある。婚外子の割合が諸外国に比較して極めて低い
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我が国では，こうした未婚率の上昇が妊娠・出産の減少に強く影響している現状にある２）。ま
た，高等学校養護教諭が健康講座の前後に実施しているアンケートでは，近年性への興味の変
化が現れており，思春期の性に関する課題は性感染症や人工妊娠中絶の増加への対策ではなく
なってきている。結婚や初産の年齢が３０代へとシフトし，少産少子となった現状にこうした変
化が影響している現状について，若者は将来にどのような期待をし，結婚や出産に関するプラ
ンをどのように描いているのかをとらえなおす必要があると考える。
前掲の調査では１８～２４歳の若者が結婚に対して「まだ若すぎる」「まだ必要性を感じない」
「仕事（学業）に打ち込みたい」と結婚しない選択をしている理由が挙げられている。一方で
「卵子の老化」「精子の老化」と言われている様に妊娠に生物学的な限界があることを学校教
育の中で伝えてきていない現状がある。「できちゃった婚」と言われる妊娠がきっかけとなっ
ている結婚が２５％となり，諸外国と比較して婚外子率が非常に少ない日本において，子どもを
持つことと結婚について若者がどのようなイメージを持っているかを知ることで現代の若者に
求められる健康教育を考えることを目的とした。
 研究目的
若者のライフイメージがどの時期にどのように変化していくのかを知ることで，今後の健康
教育の内容を検討する資料とする。
 研究方法
調査方法：北海道内の公立高等学校１年生の健康教育の前に行われた「ライフイメージ」に
関するアンケートを基に，大学を対象に同じ項目を使用し質問紙調査を実施した。
高校への調査を実施した教員より調査の協力と結果の使用の許可をいただき，高
校生と大学生の両方の結果を比較した。
対 象：北海道内の大学２校の１．２年生であり，講義の中で質問紙を配布し回収した。
期 間：２０１５年３月～１０月の講義時間の最後に研究の目的を説明し，その場で配布・回収
した。調査に先立ち調査は自由参加であり，不参加の不利益はないことを説明し
調査用紙への回答をもって同意とした。
質問項目：男女交際への興味，結婚観，子どもを持ちたいか否か，妊娠・月経の知識，性に
関する興味，相談相手等
分析方法：統計ソフトエクセルを使用し，単純集計，クロス集計，χ二乗検定を行った。
丸岡：大学生のライフイメージについて１４６
 結果と考察
高校生は，男子（１年生）５１名，女子（１年生）９４名の合計１４５名であり，大学生は男子
（２年生）６２名，女子（１年生）６９名の合計１３１名であった。
１．将来の結婚について（図１）
「将来結婚したい」と答えたものは男女とも高校生よりも大学生の割合が高くなっている。
特に女子は大学生になって２０％以上高くなり，「どちらともいえない」が５分の１になった。
一方男子は「結婚したいと思わない」と答えたものも増えており，高校生のときに「どちらと
もいえない」としていたものが，大学生になって生活の自立を目前にすることで，現実的な考
えに移行したものと思われる。国立社会保障・人口問題研究所が行っている「出生動向基本調
査」からは９割弱の若者が「いずれ結婚しようと思う」と考えており１），１８～２４歳の若者の
「独身にとどまっている理由」である「まだ若すぎる」「まだ必要性を感じない」「仕事（学
業）に打ち込みたい」という理由がこの対象が大学生であることからも当てはまるのではない
かと考える。三谷ら３）は高校生を対象に母性理念尺度による母性意識の形成について報告して
いるが，高校生の意識の形成は準備段階にあることを示しており，本調査の結果も同様である
と考える。また，三木ら４）は恋愛観・結婚観に関する調査の結果，大学生の女子が恋愛の先に
結婚を意識しているのに対し，大学生の男子は結婚を前提としない状態の恋愛を望む傾向にあ
ると述べている。本調査の高校生から大学生の変化も女子の高くなる率に比べ男子の率が低い
傾向はこの先行研究と同様の結果であると考えられる。
図１ 将来結婚したいと思いますか？
２．将来子どもを持つことについて（図２）
将来子どもを持ちたいと思うと答えた割合は男女ともに大学生になって高くなっている。男
女別では男子の「子どもをもちたいと思わない」割合が女子の２倍以上であり，大学生になっ
１４７
て少なくなる女子とは逆に割合が高くなっている。結婚に対する希望と同様に高校生の時には
「どちらともいえない」が３割であったが，大学生ではゼロであり自分の将来が現実的になっ
てきた現われと思われる。呉５）による大学生が親になることへのイメージに関するインタ
ビュー調査からは自分の親の子育てをポジティブに意味づけている人は，自分が親になること
に関してポジティブになりやすい傾向にあるが，大学生は子育てに「負担感」を抱いていると
いうことがいわれており，その負担感が現実的になることで高校生から大学生にかけて男子の
結婚や子どもを持つことに否定的に回答する割合が増えることに繋がっているではないかと考
える。
図２ 将来子どもを持ちたいと思いますか？
３．月経や妊娠の知識について（図３．４．５．６）
１）月経について
男女別では４０歳前後までと答えた割合が男子で３割みられ，大学生になると５０歳前後までと
答える割合が増えている。高校生男子の２割が「生きている限り」と答え，大学生になると半
分に減少しているが，高校生の女子でも約１割が自身の月経を経験しながら終わりがわからな
いでいることがわかった。学校教育の中で初経教育は時間を取られていても，女性の生涯にわ
たる変化については教育に取り入れられていないことから，知識として得る機会が極めて少な
い。その結果，自身の変化を理解していない高校生女子の存在は不思議ではないが，母親の年
代が更年期をむかえる時期にあることが，大学生になると閉経について理解している割合が高
くなることに関連があるのではないかと考えられる。
丸岡：大学生のライフイメージについて１４８
図３ 月経は何歳まであると思いますか？
２）妊娠について
妊娠については高校生男子の３割以上が「月経がある限り妊娠できる」と答えている。高校
生も大学生も５０才前後と答えている割合が男女とも２割から３割であることは，上記の月経の
年限と同様に身体の変化について知識が十分とはいえない現状にあると考える。少子化対策の
根本的な課題として月経や妊娠の限界についての知識がなりことを問題視することが話題に
なっているが，こうした結果から教育としてどう取り組むかが課題であると考える。結婚や子
どもを持つことは選択の自由ではあるが自分の将来をイメージする中で，月経や妊娠の限界を
知らなければライフプランを立てることさえ成り立たたなくなることに危機感を持ち，教育の
中でできる支援とは何かを考えなければならない時期にあることを示唆している。
こうした知識について，大学生の男子と女子が月経と妊娠の年限を理解しているか否かをク
ロス集計したところ，女子では生きている限りと答えたものはいなかったが，男子の中で生き
ている限り月経があると答えたものは妊娠についても月経がある限りと答えたものが多く，有
意な差がみられていた。
図４ 何歳まで妊娠できると思いますか？
１４９
図５ 大学生女子の考える年限 図６ 大学生男子の考える年限
４．避妊や性感染症について
１）避妊の実行について（図７）
子どもを持つことや結婚ともかかわる避妊について，避妊行動を実行するか否かと実行でき
るか否かが現れており，高校生と大学生で大きく変化が見られている。高校生では「わからな
い」と答えるものが男女とも５割弱であり，実際にそのような場面に遭遇している率は大学生
よりも低いことが考えられる。一方大学生では男女とも「望むまで避妊する」と答えたものが
５割を超えており，「わからない」は大きく減っているが「場合による」というものが２割と
なり高校生より増えている。性行動が身近になり現実的になることで変化した結果と考えられ
る。
図７ 妊娠を望むまで避妊しますか？
２）性行動や避妊の現実感について（図８．９）
健康教育の実施前の高校１年生の結果として「いつか役に立つ」「現実味がない」と答えた
ものが多いが，「身近なこと」と答えた男子の約２割と女子の１割にも注目する必要がある。
性に関する健康教育を実施する意義として，現在課題を持つ生徒へ届く支援として必要である。
大学生になって「身近なこと」となる割合が大きく増えるが，この時期のために高校生の性の
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健康教育は必要といえる。
こうした，表面に出しづらい「性の悩みを誰に相談するか」という質問では，平成１３年，平
成１９年の調査でも一番多いのは「同性の友人」であるが，「母親」という割合が年々増加して
いる。子どもと保護者が「仲が良い」関係性にあると言うのはこの年代の特徴とも考えられる。
反対に多くなっているのではないかと予想した「インターネット」は大学生男子が１割を超え
るほかは１割弱であった。同性の友人，母親に次いで多かったのは「誰もいない」であり，高
校生男子の３人に一人という割合であった。誰もいないと答えたものが月経や妊娠の知識など
に他と差がみられるかをクロス集計したが有意な差はみられず，知識がないわけではなく相談
すべきことがないなど必ずしも困っているのではないことがわかった。
図８ 性感染症や避妊をどう感じていますか？
図９ 性に関する相談相手
１５１
 まとめ
 高校生から大学生にかけて結婚や出産に期待が高くなっている状況がみられるものの，男
子大学生では結婚や出産に消極的なものが２５％程度見られていた。男子大学生における結
婚・出産は，先延ばしにされた課題と言える。
 月経について初経教育は学校教育の中で実施されていても更年期や閉経について伝えられ
ることは当たり前にされていない現状がある。思春期の変化とともに更年期の変化につい
ても健康教育として取り入れる必要を感じる。そうした生理的な変化が理解されないこと
と妊娠の先延ばしは関係していると考える。
 月経や妊娠に関する生理学的理解は，やや低い側面も見られるが，避妊に関する意識は大
学生で高くなっていたことから，正しい生理学的側面の学習の充実や正しい情報の提供が
求められる。
 高校生では「現実味がない」とされた性感染症や避妊に関しても大学生では「とても身近
なことで心配している」という率が高くなることから，セクシャルデビユーが大学生で高
まると考えると，高校生への正しい情報として知識やスキルの健康教育は必要と考える。
 少子化対策の根本的課題として妊娠・出産の限界から生涯の月経の変化を理解し他うえで
自分のライフイメージを持つことは若者にとって必要であるといえる。
 今後の課題
今回の研究は，高校生と大学生の知識の違いの確認と性行動の現実感や相談相手等を聞いた
結果をまとめた。今後将来観や自己認識等も取り入れた調査を行う予定であり結婚や子どもを
持つことに影響する因子を探り，これからの健康教育に求められていることを検討する必要が
ある。
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